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『経済原論~ (同2午)， w貧乏物語~ (同 6年)， w近世経済思想史論~ (周 9年)，
『資本主義経済学の史的発展~ (同12年)， w経済学大綱~ (昭和3年)， w資本論
入門j(同7年)とし、った経済学上の系列に属するものと，ファイトの抄訳『唯
心的個人主義l(大正2年)， w祖国を顧みて~ (同4年)，フィッシャー・フィ旦
クのまとめた小冊子の訳本「如何に生活すべきか~ (同 6年)， w社会問題管見」































1) ~経済と人生j 1-46ペー ジ参照。










































面に関するかぎ h自己の思想に摂取Lていた九 第 2点の労働時間論は，その

















6) 杉原「河上肇博士の労働観J(杉原『西欧経済学と近代日本』昭和47年， 203-219ヘ ジ〉幸
風


















労働が，マノレクスの言へる如く， sein Leben selbst (彼の生命又は生活それ自身〕






巻刊行5 年を記念して大正 6年 9 月 ~10月に大阪朝日新聞に連載され， ~社会問題管見』に収録
された は，マルグスの生涯と人物とをスミスと比較しつつ白べたもので， ~資本論』の内容
にはほとんどる、れていない.
9) 自叙伝』の「自画像」の7 r鈍根の私J の一節。『自叙伝:~ !，昭和22年， 178-179へー ジ.
10) 社会間宮研究』第8冊， &-12ペ一三人この中にでてくるマルクスの言葉は「賃労働と資本」





























12) ζの点は『社会問題研究』の第23およひ'24号〔大正10年 6月 8月〉にのった「労働の苦痛に
関する一考察Jにおいてヨリ詳しく論ぜられている。ちなみにこの詰棋は「労働の苦痛と社会組
織」と改題して『社会組織と社会革命~ (大正12年〉に収録された (280-322へ-:.)¥




















































17) 同上， 393へー ジ。







19) W社会問題管見」第11軍「機械という食人鬼j以下。 3節 (4凹-420ページ)を参照咽




















問題である。河上は明治43年ウォノレトマγ(L.Woltmann) の「唯物史観~ CDer 






21) r資本論入門J490-491， GG9-G71， 577，呂田-G81，7οG， 711， 72.3， 739-741ペー ジ.
22) ~経済学研究Jl 465-466ベータ。
河上聖における桂慣と人生 く127) 27 
会的生産に於て」と L， 1生活の社会的生産」とは「人類が其生活に必要なる
物資を社会的に生産するよと」と注記しておりペ また同年の『経済論叢』に







いふ dieProduktion und Reproduktion des wirklichen Lebens (現実的な生
の生産および再生産λ または「ドイツェ・イデオロギー」にいふところの die
Produktion des Lebens， sowohl des eignen in der Arbeit wie des fremden 
in der Zeugung (労働においては自己の，生殖においては他人の，生の生産)，或は
『経済学批判』の序言における謂ゆる唯物史観の公式の冒頭における『人間の









23) 社会作ゴ題研究』第3冊，大j[8年3月，却， 22ベー シ。
24) r唯物史観研究.Il53-54ベーえ































28) 大円兵捕「経済学者としての河上畢J.末川博編 r河上畢研究』昭和40年， 154-1日ベ--'/0 
29) 長谷部文雄 r~資本論入門』解説J ~河上肇著乍集』第 5巻，昭和40年. 471-481ペー ジ。





河上蓋にお什る経請と人生 (129) 29 
評価している。こうした見解は『資本論入門』の特質をそれぞれの角度から照
し出したものとして興味ふかいが，私が木喜の特色と Lて最も強く印象づけら

















































32) 同上， 738ペー ジQ
33) 同上， 725へジ。
34) 向上， 789へ←ジ。
35) Marx， Engels， 1与えerke，Bd. 23， 1964， S.552 
36) Marx， Engels，恥We
37) W資本論入F門q白j 7田 -7~担4ベ一ジ.



























39) 向上， 665-伍B，673-674ベー タ@
40) 同上.765-768へージm






















































45) 杉原「わが国における経胃学関慌の個人全集についてJ W経済資料研究』第5号，昭和47年 5
月。
46) 乙申天野の労作については，杉原 rw河上肇博士文献志』へりー補遺j 天野敬太郎教授古稀記
念論文集『図書館学とその周辺』昭和同年， 55(一日3ぺ 》を審照u
